
［開催概要］

●日 時：令和７年１１月１９日（水）８：５５～１２：００

●場 所：前橋市立笂井小学校

●参加者：小学５年生 ２８名

●主 催：群馬運輸支局

●共 催：（一社）群馬県バス協会、（一社）群馬県タクシー協会

●協 力：社会福祉法人群馬県社会福祉協議会、社会福祉法人前橋市社会福祉協議会

前橋市未来創造部交通政策課、（一社）日本自動車販売協会連合会群馬県支部

永井運輸（株）、群馬中央バス（株）、榛名観光（株）

ネッツトヨタ群馬（株）、群馬日産自動車（株）

［プログラム］

●オリエンテーション

●「交通のバリアフリーと心のバリアフリー」学習（パネル説明）

●疑似体験／介助体験

車いす体験、アイマスク体験、福祉車両乗車体験、バス出前講座等

●まとめ

群馬運輸支局では令和７年１１月１９日（水）前橋市立笂井小学校において、バリアフリー教室を

開催しました。当日は永井運輸株式会社と群馬中央バス株式会社のノンステップバス、榛名観光株式

会社の福祉タクシー、ネッツトヨタ群馬株式会社と群馬日産自動車株式会社の福祉自動車を使用して

車いす体験や視覚障害者の疑似体験及び介助体験、福祉車両体験を行いました。

バリアフリー教室 in 前橋市立笂井小学校

参加者の感想

福祉車両乗車体験 バス出前講座アイマスク体験車いす体験

・介助の人がやってくれると楽だけど、一人でやると動かすのが大変だと分かった。（車いす体験）
・目が見えない人がどのようにしてバスに乗っているかを学んだ。
案内するときに手すりの場所を教えたり、どこになにがあるかを正確に伝えるのが大変だった。

・車も体の不自由な方用に作られているものもあり驚いた。
・周りにはいろいろなバリアフリーがあることが分かった。
・一人ではできないことも協力すれば乗り越えられるので、困っている人がいたら助けてあげたい。


